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河
原
小
・
山
西
小
の
避
難
所
は
、
海
の
日
を
挟
ん
だ
三
連
休
中
に
閉
鎖
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
三
連
休
に

大
津
町
の
役
場
も
仮
庁
舎
に
引
っ
越
し
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
役
場
の
方
々
も
、
地
震
に
続
い
た
大
雨
、
引
っ

越
し
と
本
当
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
先
日
、
阿
蘇
の
先
生
た
ち
に
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
、
西
原

村
や
南
阿
蘇
村
、
阿
蘇
市
な
ど
の
状
況
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
本
当
に
皆
さ
ん

苦
労
さ
れ
た
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
報
道
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
、
地
震
は
過
去
の
こ
と
に
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
二
十
数
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
と
聞
き
ま

す
。
私
は
、
美
咲
野
小
に
赴
任
し
て
ま
だ
四
ヶ
月
弱
で
す
が
、
思
い
が
け
な
い
地
震
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
に
た
く

さ
ん
の
保
護
者
の
方
々
と
想
い
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
震
に
よ
り
た
く
さ
ん
の
こ
と
も
学
び
ま

し
た
。
も
う
一
年
以
上
、
こ
こ
に
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
で
、
一
応
、
「
熊
本
地
震

美
咲
野
小
の
想

い
」
は
終
了
し
ま
す
。
お
つ
き
あ
い
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◯あの日の出来事は２度と忘れることは
できないですね。本震が来て小学校に
避難をしたのですが、混乱しないよう
にと住民の方が車の誘導をしてくれた
ことに感謝。先生方も家庭がある中で
早めの対策をとって下さったことに感
謝。担任の先生と電話で話せたときに
ほっとしました。近所の方の声かけや
情報交換等とても心強かったです。自
衛隊やボランティアの方々の炊き出し
やたくさんの救援物資もあり、不自由
することも少なかったです。ものや心
を充足して頂きました。周りの方に支
えてもらわなければ、乗り越えられな
いこともたくさんありますが、自分で
しか乗り越えられない壁もありますの

で、ゆっくり越
えていけたらいい
なと思っていま
す。

◯ 美咲野小だより、少
しだけ子どもにも読ん
で聞かせました。何も
言わず黙って聞いてい
ました。～中略～ 前
震のときは、停電や断
水もなく、それでも味わったことのな
い揺れに少し驚きながらも「大津は大
丈夫だった」という気持ちでいたこと
が大きな油断でした。念のため、貴重
品はリュックに入れ、懐中電灯を枕元
に置き、食器棚にもガムテープを貼り、
家具から離れて寝ました。それでもあ
の本震が来るまで、ただの「念のため」
でした。まさかあの揺れを体験するな
んて思いもしませんでした。熊本が被
災するなんて思ってもみませんでし
た。 ～後略～

◯熊本でこんなに大きい地震が来るとは思いもせず、まさか
２度も・・我が家も準備不足だったと反省しました。我が
家も小学校が近いので、体育館に避難し寝ましたが、身近
に子どもの友達や近所の方がいらしたのでとても心強かっ
たです。命が無事で、家に住めることにも感謝です。
～中略～ こういう災害の時こそ、近所や身近な人との助
け合いが大切だし、私もとても力になりました。今後も災
害時のこと、家族できちんと決めておかなくては・・と思っています。

いよいよ夏休みに入
ります。
しっかり体を休め、おう

ちでの役割を果たしたり、
日頃体験できないことを体
験したりしてください。
８月２２日（月）

元気な子どもたちに
会えるのを楽しみに
しています。

◯熊本地震が発生してか
ら学校再開までにどの
ような経緯で話を進め
られたのか、私自身気
になっていましたので、今回学校日
記という形で細かく教えて頂き、本
当にありがたたく思いました。校長
先生を始め先生方、ＰＴＡ役員の方、
子ども会役員の方々他たくさんの方
に協力して頂いて本当に感謝の気持
ちでいっぱいです。

◯赴任直後にこのような対応ありがとうござい
ます。～中略～ 文中にもありますように、
たくさんのことを文章化されるのは、作成さ
れる方も読み手も大変です。メールやＷｅｂ
化により画像と文章で、リアリティが出て見
やすくなるのではないでしょうか。校内の危
険箇所など特に画像化して、共有すべきと思
います。先生方、ＰＴＡ役員の方々、ご尽力
誠にありがとうございました。

◯私たち家族は帰省して避難するなどし
て無事でした。とはいえ、子どもたち
はやはりストレスがたまっていたよう
で自由登校の時は、本当に嬉しそうで
よかったなと思いまし
た。これからも親子共
々よろしくお願いしま
す。「日常の幸せ」を感
じながら学校生活を頑
張って欲しいと思って
います。

◯私たち家族は、自宅で地震を経験しました。床にちりばめられた家財を避けな
がら外へ出ました。辺りには瓦が落ち、余震でまた落ち続ける瓦の音、家のき
しむ音、闇の中で更に恐怖が増しました。うっすらと夜が明けると、昨日まで
とは全く違う無残な姿になっていました。中にも入れる状況ではなく、あふれ
てくる涙を子どもたちには見えないように、必死に耐えたことを思い出します。
～中略～ 皆が自分のことで精一杯だった中で、先生方が家庭訪問してくださ
ったことがとてもうれしかったです。この経験で学んだことを決して忘れない
よう一日一日に感謝し、大切に生きていこうと思います。




